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 建設業においては、働き方改革関連法のひとつ時間外労働の上限規制の猶予期間が終了し 2024 年 4 月から規制が適用された。この規制により、常態化し
た長時間労働の是正は進むものの、少子高齢化と相まって労働力不足に拍車がかかり、適切な都市基盤の維持が難しくなっている。 他方、インフラ施設の
耐用年数は一般的に約 50 年といわれており、老朽化が原因と考えられる事故が増加している。今後も社会資本の老朽化が進行していく中で、国民の安心・
安全を確保するためには、少ない労働力で適切にインフラ施設を維持管理しなければならない。 こうした状況下で、労働力の確保と効率的なインフラ施設
の維持管理を実現し、持続可能な社会を構築するための方策について、以下の問いに答えよ。 
 （１）インフラ施設を適切に維持管理するに当たり、技術者としての立場で多面的な観点から３つの課題を抽出し、課題の内容を示せ。 
 （２）前問（１）で抽出した課題のうち、最も重要と考える課題を１つ挙げ、その課題に対する複数の解決策を示せ。 
 （３）前問（２）で示したすべての解決策を実行しても新たに生じうるリスクとそれへの対策について、専門技術を踏まえた考えを示せ。 
 （４）前問（１）～（３）を業務として遂行するに当たり、技術者としての倫理、社会の持続性の観点から必要となる要件・留意点を述べよ。 

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1マスにつき 1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24字×25字 

（ １ ） 課 題 の 抽 出  

１ ） 多 様 な 関 係 者 と の 連 携  

市 区 町 村 の 内 、 技 術 系 職 員 が ０ 人 の 割 合 は 全 体 の

2 5 ％ を 占 め る 。 慢 性 的 に 土 木 技 術 系 職 員 が 不 足 し て い

る 中 で 、 市 区 町 村 単 独 で イ ン フ ラ を 維 持 管 理 す る こ と

は 困 難 な 状 況 に あ る 。 こ の た め 近 隣 自 治 体 や 民 間 と の

協 力 関 係 を 構 築 す る 必 要 が あ る 。 よ っ て 、 体 制 の 観 点

か ら 、 多 様 な 関 係 者 と の 連 携 が 課 題 で あ る 。  

２ ） 新 技 術 導 入 を 促 進 す る 技 術 支 援  

 点 検 ・ 診 断 に Ｉ Ｃ Ｔ や Ａ Ｉ な ど の 新 技 術 を 活 用 す る

こ と で 、 目 視 に 比 べ 省 力 化 が 可 能 と な る 。 し か し 、 イ

ン フ ラ の 点 検 や 診 断 に 新 技 術 を 導 入 し た 管 理 者 の 割 合

は 約 ５ 割 に 留 ま り 、 そ の 普 及 が 進 ん で い な い 。 管 理 者

の 新 技 術 に 関 す る 知 識 不 足 が 導 入 の 障 壁 と な っ て い る

た め 、 こ れ を 解 消 す る 必 要 が あ る 。 よ っ て 、 教 育 の 観

点 よ り 、 新 技 術 導 入 を 促 進 す る 技 術 支 援 が 課 題 で あ る 。  

３ ） 施 設 の 集 約 ・ 再 編  

 人 口 減 少 に 伴 い 税 収 も 減 少 す る 中 で 、 既 設 イ ン フ ラ

の 全 て を 維 持 ・ 更 新 す る こ と は 困 難 で あ る 。 限 り あ る

財 源 と 技 術 者 で 、 今 後 も 安 心 安 全 を 確 保 す る た め に は 、

人 口 規 模 等 に 応 じ た イ ン フ ラ 施 設 の 適 正 配 置 が 求 め ら

れ る 。 よ っ て 、 持 続 可 能 性 の 観 点 か ら 、 施 設 の 集 約 ・

再 編 が 課 題 で あ る 。  

（ ２ ） 最 も 重 要 と 考 え る 課 題 と 複 数 の 解 決 策  

 課 題 ２ 、 課 題 ３ 遂 行 の 実 行 基 盤 と な る 施 策 で あ り 優
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先 す る 必 要 が あ る た め 「 多 様 な 関 係 者 と の 連 携 」 を 最

も 重 要 な 課 題 と 考 え る 。 以 下 に 解 決 策 を 示 す 。  

１ ） 広 域 連 携 の 推 進  

 効 率 的 ・ 効 果 的 な 維 持 管 理 を 実 行 す る こ と を 目 的 と

し 、 自 治 体 間 の 広 域 連 携 を 推 進 す る 。 そ の 実 現 の た め 、

司 令 塔 機 能 を 持 つ メ ン テ ナ ン ス セ ン タ ー を 設 置 し 、 統

括 的 な 管 理 を 行 う 。 セ ン タ ー は 、 点 検 → 診 断 → 措 置 →

記 録 の メ ン テ ナ ン ス サ イ ク ル 全 体 を 担 い 、 こ れ に 係 る

発 注 作 業 も 一 括 し て 対 応 す る 。 広 域 連 携 に よ り 複 数 自

治 体 で 発 注 し て い た 同 種 の 業 務 を 集 約 し 、 発 注 作 業 の

負 担 を 軽 減 す る 。 さ ら に 、 単 独 自 治 体 に よ る 発 注 よ り

も 、 １ 業 務 あ た り の 対 象 施 設 数 が 増 加 す る た め 、 複 数

年 契 約 も 活 用 す る 。  

２ ） 多 分 野 連 携 の 推 進  

 異 な る 分 野 の 施 設 を 一 括 管 理 す る た め 、 多 分 野 連 携

を 推 進 す る 。 従 来 は 道 路 、 河 川 、 公 園 な ど 管 理 対 象 施

設 ご と に 維 持 管 理 業 務 を 発 注 し て い た が 、 複 数 部 署 が

連 携 し 包 括 的 民 間 委 託 を 行 う 。 具 体 的 に は 、 清 掃 、 除

草 、 除 雪 な ど 現 地 で 日 常 的 に 対 応 す る 必 要 が あ る 作 業

を 一 括 し て 委 託 す る 。 こ れ に よ り 、 委 託 業 務 の 件 数 を

削 減 し 、 発 注 作 業 の 負 担 を 軽 減 す る 。  

３ ） 点 検 ・ 維 持 管 理 デ ー タ の オ ー プ ン 化  

民 間 企 業 、 研 究 機 関 、 大 学 等 の 研 究 開 発 の 促 進 を 目

的 と し 、 点 検 ・ 維 持 管 理 デ ー タ を オ ー プ ン 化 す る 。 各

自 治 体 で 管 理 し て い る イ ン フ ラ の 施 設 基 本 情 報 や 点
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検 ・ 診 断 結 果 を 、 国 道 交 通 Ｄ Ｐ Ｆ や ｘ － Ｒ Ｏ Ａ Ｄ に Ａ

Ｐ Ｉ で 連 携 す る こ と で 統 合 す る 。 自 治 体 の 枠 を 超 え て 、

民 間 企 業 な ど が イ ン フ ラ の 維 持 管 理 情 報 を 横 断 的 に 検

索 ・ 閲 覧 し 、 Ｃ Ｓ Ｖ 出 力 で き る よ う デ ー タ 整 備 す る 。  

（ ３ ） 新 た に 生 じ う る リ ス ク と 対 策  

１ ） 意 思 決 定 遅 延 リ ス ク  

 複 数 自 治 体 ま た は 複 数 部 署 が 協 働 す る こ と で ガ バ ナ

ン ス が 複 雑 化 す る 。 こ れ に よ り 、 意 思 決 定 に 時 間 を 要

し 、 従 来 よ り も 事 業 が 遅 延 す る リ ス ク が 生 じ る 。 対 策

と し て 、 事 前 に 基 本 方 針 、 各 主 体 の 役 割 ・ 権 限 等 を 明

文 化 し た 連 携 協 約 を 自 治 体 間 で 締 結 す る 。  

２ ） 通 信 遮 断 に よ る 機 能 不 全 リ ス ク  

 解 決 策 の 実 行 に お い て は 、 共 通 の Ｄ Ｂ や シ ス テ ム 利

用 を 前 提 と し て い る た め 、 災 害 な ど で 通 信 が 遮 断 さ れ

る と 機 能 不 全 に 陥 る リ ス ク が あ る 。 対 策 と し て 、 通 信

網 の 多 重 化 と バ ッ ク ア ッ プ シ ス テ ム の 構 築 を 進 め る 。

さ ら に 、 手 順 の 定 着 を 図 る た め 、 年 に 一 度 バ ッ ク ア ッ

プ デ ー タ へ の 移 行 訓 練 を 実 施 し 、 確 実 な 運 用 を 図 る 。  

（ ４ ） 業 務 遂 行 に あ た っ て の 要 件 ・ 留 意 点  

技 術 者 倫 理 の 観 点 で 必 要 と な る 要 件 は 、 公 益 ・ 安

全 ・ 健 康 ・ 福 利 の 優 先 で あ る 。 社 会 持 続 性 の 観 点 で 必

要 と な る 要 件 は 、 予 算 管 理 と 施 策 の 効 果 検 証 を 継 続 的

に P D C A サ イ ク ル で 回 し 、 公 共 投 資 の 適 正 化 を 図 る こ

と で あ る 。 業 務 の 各 段 階 に お い て 、 こ れ ら を 意 識 す る

こ と に 留 意 す る 。        － 以 上 －  


